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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
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三 

北
陸
機
械
の
取
締
役
に
矢
野
茂
男
が
倒
産
当
時
就
任
し
て
い
た
が
、
矢
野
は
、
丸
紅
の
専
務
取
締
役
を
も
兼 

一 

昭
和
五
〇
年
五
月
二
〇
日
提
出
質
問
第
二
〇
号
で
、
北
陸
機
械
の
倒
産
に
つ
い
て
質
問
し
、
答
弁
書
の
送
付

を
受
け
た
が
、
そ
れ
か
ら
一
年
近
く
た
つ
て
い
る
が
、
従
業
員
の
未
払
労
務
債
権
一
五
億
が
い
ま
だ
支
払
わ
れ

て
い
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
経
過
と
現
状
に
つ
い
て
明
ら
か
に
せ
よ
。 

石
川
県
金
沢
市
観
音
堂
町
イ
四
五
番
地
に
あ
る
北
陸
機
械
工
業
株
式
会
社
（
以
下
北
陸
機
械
と
い
う
）
の
倒
産
に

よ
る
労
使
紛
争
と
、
北
陸
機
械
と
丸
紅
株
式
会
社
（
大
阪
市
東
区
本
町
三
ノ
三
、
以
下
丸
紅
と
い
う
）
と
の
関
係
に

つ
い
て
質
問
す
る
。 

二 

こ
の
倒
産
に
つ
い
て
、
政
府
は
解
決
に
つ
い
て
努
力
す
る
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
い
か
な
る
措
置
な
り
努
力

を
し
た
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
せ
よ
。 
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四 

未
払
労
務
債
権
が
あ
る
こ
と
は
、
労
働
基
準
法
第
二
三
条
、
第
二
四
条
の
違
反
で
あ
る
が
、
矢
野
は
北
陸
機

械
の
従
業
員
に
対
し
、
当
然
そ
の
違
反
を
追
及
さ
れ
る
べ
き
役
職
に
あ
る
と
思
う
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
見
解

を
求
め
る
。
併
せ
て
、
矢
野
は
丸
紅
の
債
権
の
み
を
確
保
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
事
実
に
つ

い
て
明
ら
か
に
せ
よ
。 

五 

北
陸
機
械
で
労
働
基
準
法
違
反
を
行
い
、
丸
紅
の
専
務
と
し
て
、
未
払
労
務
債
権
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な

い
こ
と
は
、
社
会
的
に
も
問
題
が
あ
り
、
更
に
昭
和
四
八
年
九
月
一
八
日
の
衆
議
院
社
会
労
働
委
員
会
で
の
当

時
の
加
藤
労
働
大
臣
の
答
弁
か
ら
み
れ
ば
、
政
府
は
労
働
基
準
法
違
反
を
行
つ
た
役
員
の
い
る
企
業
に
つ
い
て

一
切
の
援
助
な
ど
を
し
な
い
と
い
う
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
当
然
丸
紅
は
こ
れ
に
該
当
す
る

と
思
う
が
見
解
を
示
せ
。 

ね
て
い
る
。
特
に
大
手
商
社
の
社
会
的
責
任
が
問
題
に
な
つ
て
い
る
時
だ
け
に
、
北
陸
機
械
と
丸
紅
の
関
係
を

明
ら
か
に
せ
よ
。 

四 

 



 

 

五 

六 
未
払
労
務
債
権
が
一
五
億
に
の
ぼ
つ
て
い
る
北
陸
機
械
の
紛
争
解
決
に
つ
い
て
、
今
後
い
か
な
る
方
法
で
解

決
に
努
力
さ
れ
る
か
、
労
働
省
・
通
産
省
の
具
体
案
を
示
せ
。 

右
質
問
す
る
。 


